































それを調整して、人それぞれに違う表現を作り出すものだか である。この演繹と類推とによる力 キュヴィエの天才たる所以 まさにそこにあるこの力によって、彼は研究を進めた ではないだろうか？
　
どのような




































ない。花が見えれば、おのずと太陽も見えていなければならないのである。 が命を救ったある外交官が「皇帝陛下はいか しておられますか？」 人に尋ねる を聞いた き、この男は 廷臣が戻って来たので、続いていらっしゃるでしょう」と答えたが、こんな応答ができる男は単なる外科医 もなければ医師でもない。驚くほどの才気の持ち主なのだ。であるなら デプランの並はず た矜恃を、人間を忍耐強く執拗に観察してきた者なら、当然のこととして認めよう。そして、彼自身そう考えてい ように 彼は外科医として偉大になりえたと同様に 大臣になっても偉大になり 、と考えられるだろう。
デプランの生涯を眺めれば、何人かの同時代 の目には、様々な謎が浮かび上がって る。その中から、わ






タンのみすぼらしい下宿館に居住する医学部生だった。この貧しい青年は、そこで、人の心を焼くような貧困が何を招来させるか直に感得した。貧困とは坩堝のようなものである。偉大な才能を持つ者は、ダイヤモンドがあらゆる衝撃を受けてもそれに耐えて砕かれないように、腐敗することなく澄んだ心のままそこから出てこなくてはならない。彼らは、荒れ狂う情熱の激しい炎で焼かれることによって、もっとも変質せざる誠実さを獲得し、日々変わらぬ仕事をとおして、天才を待ちうけている様々 困難と戦う習慣を身につけ、また、その仕事の中で 自 の誤った欲望に箍
たが
をはめてゆくものである。オラースは、心のまっすぐな、こと名誉が問題












まった。その長所にして 短所にしても、彼 友人たちにとっては、どちらもあいまって、オラース・ビアンション医師を貴重な存在と思わせているものであった。臨床分野を率いている者が、一人 青年に目をかけて彼をその膝もとにおくということは、いわば、こ 青年は出世の階段に足 載せたということである デプランは、裕福な家には、自分の助手をさせるために欠かさずビアンションを連れて行っ 。そこではほ んど常に、なにがしかの特別手当が研修医の懐に入っ 。しかも そこに行けば、知らず知らず うちにパリの生活の秘密が田舎者の目に 明かされるのだった。また、デプランは、患者を診るとき 診察室に彼をおき、手伝いをさせた。ときには、金持ちの病人を湯治に行かせる際、その同伴をさせるこ もあった。要するに、彼 、ビアンションに顧客を作ってやっていたのである。
ある期間、外科の帝王に盲目的に従う男がいた は、こうし わけであった。彼ら二人の一方は、名誉と学
問の頂点に て、莫大な財産と大きな栄光を享受し、もう一方は、財産 栄光もない慎ましい末端の人間だったが、親密だった。偉大なデプラン 研修医にすべてを話 た。だから 研修医は、某夫人が師の傍らにある椅子に座ったかどうか、あるいは彼女が、診察室 置かれている、デプランが仮眠をとるあの有名な長椅子
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に、座ったかどうか知っていた。ビアンションは、ライオンと雄牛のごとき精力的気質を持つこの男の、それが原因でついには偉人の上半身が大きく膨らんで心臓肥大によって死ぬことになるこの男の、様々な秘密を知っていた。彼は、デプラン あれほどにも多忙な生活における奇妙な点や、あんなにさもしい吝嗇の中にある計画や、学者の外貌の下に隠された政治家の願望を注意深く観察した。そこから、ビアンションは、青銅の心というよりむしろ青銅の殻をかぶったあの心の奥には、ただ一つの感情が潜んでおり それを待ちうけているものは様々な失望に違いな と思うに至った。
ある日のこと、ビアンションはデプランに、サン＝ジャック街のある貧しい水売りが、貧困と疲れのため




























































を目撃した日時を思い出して、翌年の同じ日、同じ時刻に、師を再びそこで見かけることができるかどうか、行って確かめる決心 し このような場合であるなら、師が敬虔な信心から定期的に教会に行っているという事実に対して、科学的な調査をする、ということが許されるだろう。というのも、デプランの様な人間において、思想と行動との間に真 向から矛盾するものが見られるなどとい こ は、ありえないことだったからだ。
次の年、同じ日、同じ時刻に、既にデプランの研修医ではなくなっていたビアンションは、外科医の軽馬車
















































「そんな話をして下さいとお願いしているのではありません」とビアンションは言った。 「先生は何をしにここに来るのか、なぜこのミサを創設なさったのか、その理由が知りたいのです。 」「たしかに、そうだね」とデプランは言った。 「私はもう片足を棺桶に入れている。君に私の人生がどうやって始まったのか話してもいいかもしれないね。 」そのとき、ビアンションとこの偉大な男はカトル＝ヴァン街に来ていた。そこはパリでも最もおぞましい通
りの一つだった。
デプランは、オベリスクみたいに突き立っているこのあたりの建物の一つに入り、７階まで上がって行っ




一階 は家具商人が住んでおり、各階には、それぞれ違った貧困 所を得 るようだった デプランは、力を込めた腕を上げて、ビアンション 言った。「私は
（年間この建物の上にいたんだよ。 」
「知っています。ダルテスもそこに居ましたね。青春時代、私はほとんど毎日のようにここに通っていました。当時、われわれはそこを大物の貯蔵瓶と呼んでいま た。それで？」「私が聴いていたミサは、ここでのいろいろな出来事と関わりがあっ ね。当時、私は、君がダルテスが居たと言った屋根裏部屋に住んでいた。あそこだよ、窓の外に植木鉢があって、そ 上に洗濯物 かかったロー
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では十六スー した 、二日に一ぺんしか食べ かった だ 一日に使った金は
9スーにしかならなかっ







とのできる約束の地のように思われて よ。 」「ときおり私は思うのだが、昔、そこでカフェ・クリームを飲んだり、ドミノゲームをして遊んだりといったことができたろうか、と。結局のところ、私は、貧困が私の心 吹き込んだ熱烈な思いを、勉学の中に投入したのだ。大きな価値のある人間になるために つか無価値な者から脱して地位を得る日には その地位ふさわしい人間になろうと、有用な知識をすべて習得しようと努めた。パン代より 油代のほう 余計に金を使ったんだ。あの頃勉学に打ち込んでいた夜 照ら た明かりは、食事代よりも高くついた。この闘い 長く、執拗で、慰めのないものだっ 。私には、自分の周りにいる若者たちと友だちになろうという気 全然起きかった。友だちを持つには、彼らと親しくなっ 一緒 飲み 行く めに、いくら 金を持っていなければならないし、学生 が行くあちこち 場所に一緒に行かねばならない。だが 私には何もなかった！
　
パリの




























めに、ある者は燕尾服の垂れを引っ張るし、またある者は鞍の取り付けベルトを緩めよう する。こちらの者は馬の金具を外し、 ちら 者は鞭を盗む。最も卑怯でない者は、堂々と君のところにやって来 、至近距離でピストルを一発お見舞いする者さ。 はとても才能があるから、そ 、いずれ、君は凡庸な者どもが優れた者にしかけてくる恐ろしい止むこ の い戦 を知ることにな 。ある晩、二五ルイ（注
―
五〇〇フラン、約
五〇万円（すったとしよう。翌日、君 遊び人と非難されることに る。しかも、最良 友人たちが、前夜君は二 〇〇フランすっ と言いふら だろう 頭 痛いと言ってみたまえ 気違いにさ るから。溌溂と行動してみたまえ、礼儀を知らないと言われるから。こんな小人族の争いに関わ ないため 、君がより大き力を身につけ としよう、すると君の り良き友人たちは、手紙のやり取りの中で、君が べてを貪り食うつもりであると、また支配者になってやりた 放題や つもりで る、 書く だろう 要する 、 美点は欠点になり、欠点は悪徳になり、美徳は犯罪になるん 。たとえ、君が誰かの命を救ったとしても、殺したことになる。その患者がまた来てみたまえ は、相変わ ず目先のことばかり見て先 ことなど考えずに治
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服を着る音を聞いて、その人間が存在していることに慣れてしまう、といった程度には知っていた。その隣人が、私が三ケ月分の家賃を滞納したために、大家は私を追い出すことにした、ということを教え くれた。翌日、私は出て行かねばならなくなったんだ。しかも彼自信も、その生業が原因で追い立てを食らっていた。私は生涯でも最もつらい夜を過ごしたよ。自分のみすぼらしい家財と本を持って行くために、どこで引越し屋を雇ったらいいのか、引越し屋と門番にどうやって金を支払ったらいいのか、どこ っ ら いのか？
　
この










りにできる親戚もいな て、これと った物も持ってねえんだべ。なあ、おら、下に荷車置 てあるんだ。一時間二スーで借りた んだ。おれら 持ち物は全部そこに積めるよ。もしあんたさえよ ったら、一緒 住むとこ探すべ。おれら、こっから追い出されたんだからさ。ここは どのみち、地上の楽園 てとこじゃないべぇ。 」「よくわかってる、ブルジャ」と私は言った。 「でも、困ったことがあるんだ。下に一〇〇エキュ（注
―









具と下着を荷車に積んで、通りから通りへと、空室の札が下がっている家に行き当たるたびに家の前で止まりながら、車を引いて歩いた。私の方は、その物件が自分たちにふさわし かどうか見る めに、建物に入って階段を上った。昼になってもなお、われわれは何も見つけられず、カルチェ・ラタンをさまよっていた。家賃が大きな障害だった。居酒屋で昼めしを食べようとブルジャが言うので、荷車を店の前に止め 。夕方近くになって、コメルス小路のロアンの中庭に面した建物の屋根裏に、階段で隔てられた二つ 部屋があるのを見つけた。われわれはそこを、それぞれ年六〇フランで借りた。こここそ、私とわが貧しき友との落ち着き先だった。われわれは夕食 共にし
ブルジャには、日にだいたい五〇スーの稼ぎがあり、そのとき一〇〇エキュほどの蓄えがあった。もうじき、











らせたかもしれないような顔だった。この貧しい男 自分の心に、注ぎたい愛情があふれているのを感じていたんだ。これまで唯一彼の心を動かしてきたのはプードル犬だったが、それがしばらく前に死んだ。彼は犬の話をするたびに、教会は愛犬の魂の平安の め ミサを挙げてくれるだろうか、と私の考えを尋ねていた。彼の言によれば、犬は本当のキリスト教徒だった。教会 つも一緒に行ったが一度も吠えたことがなく、オルガン 音を聞いても牙をむ たことは いし、共に祈りを捧げているとしか思えない様子で、傍ら じっと伏せている、と うの うした愛情のすべてを こ 男は、こんどは の方へ注いだんだ。彼は私を、かけがえのな そして苦しんでいる存在として受け入れたんだ 彼 私にとって、最も注意深 母親となり、最もこまやかな恩人となり、自分の作品を作り上げることに喜びを見出す美徳 権化 なった。
彼と通りで出会うと、彼は、思いもよらない気品に満ちた知性を感じさせるまなざしで、私を見るのだ。そ








暮らすことができないのかと考えて、言いようもない重い苦しみを覚えていた。それでも彼は、私が学位論文を書き上げるために必要な金を、自分が集めるのだという計画を抱いて自らを慰め、外出 きる日には会いに来るよう私に約束させた。ブルジャの誇りは私だった。彼は、私のためにそして自らのために、私を愛していた。もし君が の学位論文を探し出したら、それは彼に献呈されて ることがわかるだろう。
研修医となって最後の年、私はかなり金を稼ぐことができたので、この立派なオーヴェルニュ人に馬と樽を
買ってやって、これまで借りてき ものを返すことができた。だが、彼は、私が自分の大事な金を使ったと知ると、ひどく怒った。にもかかわらず、やっと宿願がかなえられたのを見ると 彼は感動し、微笑み、私を叱り、そして樽と馬を見ながら、 「こんなことはよくねえだ。ああ、それにしても 立派な樽だなぁ。あんたのやることはよくねえよ、馬だってオーヴェルニュ 人間みてえに頑丈 」と言いながら、涙をぬぐった いまだかつて、私 これほど胸打 れる光景に出会っ ことがない。ブルジャは、どうしても に、銀の飾りのついた診察かばんを買ってやるんだと言ってき なか た。私 診察室で君も見ているあれだよ。だから、あのかばんは、私にとって最も大事なもの んだ。彼は、私の最初の成功を見て酔って が、 「この男 成功したのは私のお げだ」 でもいわんとす 言葉 、態度も、みじんも見せること なか にもかかわらず、彼がいなければ、私は貧しさに命を奪われていたことは間違いないんだ。この貧しい男 、私 ために命の限りを尽くしたのだ。彼が食べるものとい ば ニンニクをこすりつけ パンだけだ。それは私が徹夜で勉強するために、コーヒーを飲むからなんだ。
彼が病に倒れた。想像できるだろうが、毎晩ぼくは彼の枕元で徹夜した。最初はなんとか助けることができ
た。しかし、二年後、病が再発した。懸命に治療したし 最大限の医学的 努力 払ったが その甲斐なく、
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死は不可避だった。国王だってこんな手厚い看護は受けないよ。そうだよ、ビアンション、私は、死からこの命を奪い返すために、途方もないことだって試した。私は彼をもっと生かしておきたかった。自分がどんなことをなしたのか見てもらうために、彼の願いをみんなかなえてやるために、私の心を満 しているただ一つの感謝の念を何とかして満たすために、いまでも お私の心を焼く炎を鎮めるために。 」「ブルジャは」とデプランは、ひととき間をおいて、明らかに胸に迫るものがある様子で言葉を続けた。 「私のもう一人の父親は、私の腕の中で息を引き取った。自分の持っているもの すべて私に残したが、その遺志を記すために代書屋に書かせた遺書は、われわれがロアンの中庭に引っ越し 来たその年の日付だった。こ男は貧しい民衆の純朴な信仰を持っ い 。彼は自分の妻を愛するように聖母マリアを愛していた 熱心なカトリックではあったが、私の無信仰については 一度 一言も、言ったことはなかった。死が近づい くると、彼は、教会 救いを得るために どんなことも惜しまずにしてくれるよう、私に願った。私は毎日彼 ためにミサを挙げさせた。夜、ときどき、彼は未来に対 る恐れを口にすることがあった。充分に清い生活をてこなかったと恐れてい のだ。憐れ 男 朝から晩まで働いてき の 。もし天国があるなら、彼でなくていったい誰が天国に入ると うのだろう。彼は聖人 ごとく終油の秘跡を受けたが、彼こそは聖人だった。その死はその生涯に似つかわ ものだった。墓まで遺体につき従ったのは、私ひとりだった。ただ一人の恩人を土にかえすとき、どうしたら彼の恩に報
いることができるのだろうか 私は考え続け 彼には家族もなく、友 なく、妻もなく、子もない 分かっていた。だが、 う 、と私 思った。堅 信心があった。それをどうこ いうなど、そ 資格が私にあったろうか。彼は私に、おずおず 、死者 平安 ために捧げられるミサのこと 話したことがあ た。それをさせるのに かるお金の とを考えて そんな義務 私に課そうな という気持ち 持っ はいなか
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したのである。結局、英仏は体制が変わっても覇権をめぐって利害対立する宿命の敵、ということだが そのことが多くの人に理解されるには、一八二二年を待たねばならなかった と うほどの意味だと思われる。
注
（　
サン＝ミシェル勲章の黒綬。一八一六年十一月十六日の勅令によって定められ サン＝ミシェル勲章は、国家に貢献した作家、芸術家、学者 どに与えられた。古くは、 五世紀 ルイ十一世によって設立されたサン＝ミシェル騎士団以来の伝統を持つ。一八三〇年八月十四日、ル ＝フィリップ 新憲法制定 よって、こ 勲章は廃止さ た
注
（　
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éelle 「キリスト現存」 「まことの現存」 「キリスト臨在」
　　　





























然について』 『事物の根本原理について』 『物の本質について』 『宇宙論』などとされている。この詩は、 ピクロスの哲学をもとに、無数の原子と原子の運動の場である空虚が存在す という立場から宇宙 生成を 韻文 よって格調高謳いかつ説明している。
　　　








































jour de souffrance （苦しみの光（
」という。
注
（（　
ルクルス（
L
ucullus, B
C
.（（（~
B
C
.（（ （
は、ローマ共和政末期の政治家。スラ配下の将軍として小アジアでの戦役で功績を
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あげたのち、紀元前七四年に執政官となる。その
（年後政界から引退して、学問
･
芸術の愛好家として、また当代きっ
ての大金持ちとして、豪奢な生活を送った。
注
（（　
フィロポイメン
P
hilopoim
en
は、紀元前三～二世紀頃のギリシャの将軍で、スパルタを破り、アカイア同盟を主導した
人物として有名である。彼は飾らない性格で、ある日、宿泊先の宿で、たまたま薪を切る手伝いをしたが、宿の主人には、彼こそがその日の賓客だとわから かった、という逸話が残っている。
